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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の伝送特性を有する伝送路に信号を出力する信号出力回路であって、
　入力信号を電流駆動する駆動回路と、
　上記駆動回路の出力段に接続され、出力信号波形を抵抗値に応じて調整可能な出力抵抗
と、を有し、
　上記駆動回路の駆動電流および上記出力抵抗の抵抗値が可変であり、
　上記駆動回路の電流駆動能力および上記出力抵抗の抵抗値が上記伝送路の伝送特性に合
わせて制御可能であり、
　上記駆動回路は、
　　信号入力に対して並列に配置された複数のプシュプル出力段と、
　　上記各プシュプル出力段の入力側回路にそれぞれ接続され、制御信号により動作状態
が制御される電流源と、
　　出力端子と、を有し、
　　上記各プシュプル出力段の出力側に出力抵抗の一端側がそれぞれ接続され、
　　上記各出力抵抗の他端側が共通の上記出力端子に接続され、
　上記伝送路の伝送特性が第１の状態にあるときは、上記出力抵抗の抵抗値が変化するよ
うに制御され、
　上記伝送路の伝送特性が第２の状態にあるときは、上記電流源が上記制御信号によりオ
ン、オフ動作、および電流値のうち、少なくとも一方が制御されて、上記駆動回路の電流
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駆動能力が変化するように制御される
　信号出力回路。
【請求項２】
　上記伝送路の伝送特性が第１の状態にあるときとは、上記伝送路の共振のＱ値が理想時
より大きいときであり、当該第１の状態のときは、上記出力抵抗の抵抗値が大きくなるよ
うに制御され、
　上記伝送路の伝送特性が第２の状態にあるときとは、上記駆動回路の電流駆動能力が足
りないときであり、当該第２の状態のときは、上記駆動回路の電流駆動能力が上がるよう
に制御される
　請求項１記載の信号出力回路。
【請求項３】
　上記駆動回路は、
　　上記各出力抵抗の抵抗値が異なる
　請求項１または２記載の信号出力回路。
【請求項４】
　上記駆動回路と上記出力抵抗が同一回路内に集積化されている
　請求項１から３のいずれか一に記載の信号出力回路。
【請求項５】
　レーザ光源と、
　上記レーザ光源によるレーザ光または記録媒体からの戻り光を光電変換する受光素子と
、
　上記受光素子で光電変換された信号を、所定の伝送特性を有する伝送路に出力する信号
出力回路と、を有し、
　上記信号出力回路は、
　　入力信号を電流駆動する駆動回路と、
　　上記駆動回路の出力段に接続され、出力信号波形を抵抗値に応じて調整可能な出力抵
抗と、を有し、
　上記駆動回路の駆動電流および上記出力抵抗の抵抗値が可変であり、
　上記駆動回路の電流駆動能力および上記出力抵抗の抵抗値が上記伝送路の伝送特性に合
わせて制御可能であり、
　　上記駆動回路は、
　　　信号入力に対して並列に配置された複数のプシュプル出力段と、
　　　上記各プシュプル出力段の入力側回路にそれぞれ接続され、制御信号により動作状
態が制御される電流源と、
　　　出力端子と、を有し、
　　　上記各プシュプル出力段の出力側に出力抵抗の一端側がそれぞれ接続され、
　　　上記各出力抵抗の他端側が共通の上記出力端子に接続され、
　　上記伝送路の伝送特性が第１の状態にあるときは、上記出力抵抗の抵抗値が変化する
ように制御され、
　　上記伝送路の伝送特性が第２の状態にあるときは、上記電流源が上記制御信号により
オン、オフ動作、および電流値のうち、少なくとも一方が制御されて、上記駆動回路の電
流駆動能力が変化するように制御される
　光ピックアップ。
【請求項６】
　上記伝送路の伝送特性が第１の状態にあるときとは、上記伝送路の共振のＱ値が理想時
より大きいときであり、当該第１の状態のときは、上記出力抵抗の抵抗値が大きくなるよ
うに制御され、
　上記伝送路の伝送特性が第２の状態にあるときとは、上記駆動回路の電流駆動能力が足
りないときであり、当該第２の状態のときは、上記駆動回路の電流駆動能力が上がるよう
に制御される
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　請求項５記載の光ピックアップ。
【請求項７】
　上記駆動回路と上記出力抵抗が同一回路内に集積化されている
　請求項５または６記載の光ピックアップ。
【請求項８】
　光記録媒体と、
　光ピックアップと、を有し、
　上記光ピックアップは、
　　レーザ光源と、
　　上記レーザ光源によるレーザ光または上記光記録媒体からの戻り光を光電変換する受
光素子と、
　　上記受光素子で光電変換された信号を、所定の伝送特性を有する伝送路に出力する信
号出力回路と、を有し、
　　上記信号出力回路は、
　　　入力信号を電流駆動する駆動回路と、
　　　上記駆動回路の出力段に接続され、出力信号波形を抵抗値に応じて調整可能な出力
抵抗と、を有し、
　　　上記駆動回路の駆動電流および上記出力抵抗の抵抗値が可変であり、
　　　上記駆動回路の電流駆動能力および上記出力抵抗の抵抗値が上記伝送路の伝送特性
に合わせて制御可能であり、
　　　上記駆動回路は、
　　　　信号入力に対して並列に配置された複数のプシュプル出力段と、
　　　　上記各プシュプル出力段の入力側回路にそれぞれ接続され、制御信号により動作
状態が制御される電流源と、
　　　　出力端子と、を有し、
　　　　上記各プシュプル出力段の出力側に出力抵抗の一端側がそれぞれ接続され、
　　　　上記各出力抵抗の他端側が共通の上記出力端子に接続され、
　　　上記伝送路の伝送特性が第１の状態にあるときは、上記出力抵抗の抵抗値が変化す
るように制御され、
　　　上記伝送路の伝送特性が第２の状態にあるときは、上記電流源が上記制御信号によ
りオン、オフ動作、および電流値のうち、少なくとも一方が制御されて、上記駆動回路の
電流駆動能力が変化するように制御される
　光装置。
【請求項９】
　上記伝送路の伝送特性が第１の状態にあるときとは、上記伝送路の共振のＱ値が理想時
より大きいときであり、当該第１の状態のときは、上記出力抵抗の抵抗値が大きくなるよ
うに制御され、
　上記伝送路の伝送特性が第２の状態にあるときとは、上記駆動回路の電流駆動能力が足
りないときであり、当該第２の状態のときは、上記駆動回路の電流駆動能力が上がるよう
に制御される
　請求項８記載の光装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、所定の伝送特性を有する伝送路に信号を出力する信号出力回路、光ピックア
ップ、および光装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　光ディスクのピックアップは、製品毎に異なる伝送特性の比較的長いフレキシブルケー
ブルを経由して後段の信号処理回路に信号を伝達する必要がある。
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　このため送信側回路（ＩＣ）の出力端にフレキシブルケーブルに最適なダンピング抵抗
を付加する等の細かい工夫が必要となっている。
【０００３】
　これまでピックアップから後段のＩＣまでの信号伝送は、ピックアップに搭載されたＩ
Ｃの出力端に外付けのチップ抵抗を加えることで、伝送の最適化を図ってきた。
【０００４】
　ＣＤ,ＤＶＤの高倍速やＢＤ,ＨＤ-ＤＶＤ等は、信号帯域として１００ＭＨｚ以上が必
要であり、ＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）やＦＦＣ（Ｆ
ｌａｔ　Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｃａｂｌｅ）等のフレキシブル伝送路を介すると信号が劣化
してしまう。
　このため、現在の光ピックアップではＦＰＣおよびＦＦＣの共振を抑えて１００ＭＨｚ
付近でもある程度平坦な伝送特性になるように外付け抵抗(ダンピング抵抗)を追加して伝
送波形の調整を行っている。
【０００５】
　図１は、一般的な光ピックアップにおける信号伝送系の等価回路を示す図である。
　この回路においては、光ピックアップ側の送信ＩＣである出力回路の出力側に外付けで
抵抗Ｒｄを付加する。
　抵抗Ｒｄの値は、フレキシブルケーブル等の伝送路２と後段ＩＣ３の入力インピーダン
スに対して最適になるように値を調整する。
【０００６】
　この方法を使用することで、伝送の最適化(フレキシブルな伝送路のピーキングを抑え
る)はある程度可能である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記した信号伝送系においては、外付け部品が必要であるため光ピック
アップの部品点数と基板面積が増加するという不利益がある。
　また、負荷Ｃが大きい場合、大きな駆動電流が必要となり、固定された出力と抵抗Ｒｄ
の調整では最適化できないという不利益がある。
【０００８】
　本発明は、異なる伝送特性の伝送路毎に信号波形を、外付け抵抗無しで伝送路に合わせ
て調整可能であり、ひいては伝送路の伝送特性に合わせた最適な伝送を行うことが可能な
信号出力回路、ピックアップ、および光装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の観点は、所定の伝送特性を有する伝送路に信号を出力する信号出力回路
であって、入力信号を電流駆動する駆動回路と、上記駆動回路の出力段に接続され、出力
信号波形を抵抗値に応じて調整可能な出力抵抗と、を有し、上記駆動回路の駆動電流およ
び上記出力抵抗の抵抗値が可変であり、上記駆動回路の電流駆動能力および上記出力抵抗
の抵抗値が上記伝送路の伝送特性に合わせて制御可能であり、上記駆動回路は、信号入力
に対して並列に配置された複数のプシュプル出力段と、上記各プシュプル出力段の入力側
回路にそれぞれ接続され、制御信号により動作状態が制御される電流源と、出力端子と、
を有し、上記各プシュプル出力段の出力側に出力抵抗の一端側がそれぞれ接続され、上記
各出力抵抗の他端側が共通の上記出力端子に接続され、上記伝送路の伝送特性が第１の状
態にあるときは、上記出力抵抗の抵抗値が変化するように制御され、上記伝送路の伝送特
性が第２の状態にあるときは、上記電流源が上記制御信号によりオン、オフ動作、および
電流値のうち、少なくとも一方が制御されて、上記駆動回路の電流駆動能力が変化するよ
うに制御される。
【００１１】
　好適には、上記駆動回路と上記出力抵抗が同一回路内に集積化されている。
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【００１３】
　好適には、上記駆動回路は、上記各出力抵抗の抵抗値が異なる。
【００１６】
　本発明の第２の観点の光ピックアップは、レーザ光源と、上記レーザ光源によるレーザ
光または記録媒体からの戻り光を光電変換する受光素子と、上記受光素子で光電変換され
た信号を、所定の伝送特性を有する伝送路に出力する信号出力回路と、を有し、上記信号
出力回路は、入力信号を電流駆動する駆動回路と、上記駆動回路の出力段に接続され、出
力信号波形を抵抗値に応じて調整可能な出力抵抗と、を有し、上記駆動回路の駆動電流お
よび上記出力抵抗の抵抗値が可変であり、上記駆動回路の電流駆動能力および上記出力抵
抗の抵抗値が上記伝送路の伝送特性に合わせて制御可能であり、上記駆動回路は、信号入
力に対して並列に配置された複数のプシュプル出力段と、上記各プシュプル出力段の入力
側回路にそれぞれ接続され、制御信号により動作状態が制御される電流源と、出力端子と
、を有し、上記各プシュプル出力段の出力側に出力抵抗の一端側がそれぞれ接続され、上
記各出力抵抗の他端側が共通の上記出力端子に接続され、上記伝送路の伝送特性が第１の
状態にあるときは、上記出力抵抗の抵抗値が変化するように制御され、上記伝送路の伝送
特性が第２の状態にあるときは、上記電流源が上記制御信号によりオン、オフ動作、およ
び電流値のうち、少なくとも一方が制御されて、上記駆動回路の電流駆動能力が変化する
ように制御される。
【００１７】
　本発明の第３の観点の光装置は、光記録媒体と、光ピックアップと、を有し、上記光ピ
ックアップは、レーザ光源と、上記レーザ光源によるレーザ光または上記光記録媒体から
の戻り光を光電変換する受光素子と、上記受光素子で光電変換された信号を、所定の伝送
特性を有する伝送路に出力する信号出力回路と、を有し、上記信号出力回路は、入力信号
を電流駆動する駆動回路と、上記駆動回路の出力段に接続され、出力信号波形を抵抗値に
応じて調整可能な出力抵抗と、を有し、上記駆動回路の駆動電流および上記出力抵抗の抵
抗値が可変であり、上記駆動回路の電流駆動能力および上記出力抵抗の抵抗値が上記伝送
路の伝送特性に合わせて制御可能であり、上記駆動回路は、信号入力に対して並列に配置
された複数のプシュプル出力段と、上記各プシュプル出力段の入力側回路にそれぞれ接続
され、制御信号により動作状態が制御される電流源と、出力端子と、を有し、上記各プシ
ュプル出力段の出力側に出力抵抗の一端側がそれぞれ接続され、上記各出力抵抗の他端側
が共通の上記出力端子に接続され、上記伝送路の伝送特性が第１の状態にあるときは、上
記出力抵抗の抵抗値が変化するように制御され、上記伝送路の伝送特性が第２の状態にあ
るときは、上記電流源が上記制御信号によりオン、オフ動作、および電流値のうち、少な
くとも一方が制御されて、上記駆動回路の電流駆動能力が変化するように制御される。
【００１８】
　本発明によれば、たとえば伝送路の共振のＱ値が大きい場合には、出力抵抗の抵抗値を
大きくなるように制御し、電流が足りない場合は、駆動能力を上げるように制御する。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、出力抵抗を同一回路内に集積化することにより、外付けで必要であっ
た抵抗が削減でき、ピックアップの小型化に有効である。
　また、異なる伝送特性の伝送路毎に信号波形を、外付け抵抗無しで伝送路に合わせて調
整可能であり、ひいては伝送路の伝送特性に合わせた最適な伝送を行うことが可能となる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態を図面に関連付けて説明する。
【００２１】
　図２は、本発明の実施形態に係る情報処理装置としての光ディスク装置の要部の構成例
を示す図である。
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【００２２】
　本光ディスク装置１０は、図２に示すように、信号を読み取るための可動部分である光
ピックアップ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｐｉｃｋｕｐ：ＯＰ）２０と、アナログフロントエンド
（Ａｎａｌｏｇ　Ｆｒｏｎｔ　Ｅｎｄ：ＡＦＥ）ＩＣを搭載した固定部分であるＡＦＥ実
装基板３０とが信号伝送路４０で接続されている。また、図２において、５０は光ディス
クを示している。
【００２３】
　伝送路４０は、ＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）やＦＦ
Ｃ（Ｆｌａｔ　Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｃａｂｌｅ）等のフレキシブルな伝送路により形成さ
れている。
　また、たとえば図３（Ａ），（Ｂ）に示すように、ディスクトレイ６０と光ピックアッ
プ２０が合体した構成を有している。
　その結果、伝送路４０は、ディスク開放分だけ配線長が長くなっている。
【００２４】
　図４は、本実施形態に係る光ピックアップの主要部の構成例を示す図である。図４は、
自動パワーコントロール（ＡＰＣ：Auto Power Control)システムを示している。
【００２５】
　図４の光ピックアップ２０は、レーザ光源であるレーザダイオード（以下、ＬＤ）２１
、レーザダイオードドライバ（以下、ＬＤＤ）２２、偏光ビームスプリッタ２３、および
パワーモニタ回路（ＩＣ）２４を有している。
　また、図示しないが光ピックアップ２０には、光記録媒体である光ディスク５０からの
戻り光を光電変換するフォトダイオードを有する。
【００２６】
　そして、パワーモニタ回路２４は、受光素子であるフォトディテクタ（以下、ＰＤ）２
４１、および信号出力回路２４２を有している。
【００２７】
　信号出力回路２４２は、ＰＤ２４１で光電変換された信号を出力する駆動回路（ドライ
バ）ＤＲＶと、ドライバＤＲＶの出力段に接続されたダンピング調整用の出力抵抗Ｒ０に
より構成されている。
　本実施形態において、信号出力回路２４２は出力抵抗Ｒ０をＩＣ内部に形成し（集積化
し）、ドライバＤＲＶの駆動電流および出力抵抗の抵抗値を伝送路４０の伝送特性に合わ
せて制御可能に構成されている。
【００２８】
　すなわち、本実施形態においては、信号出力回路２４２は、信号出力回路２４２を含む
ＩＣ内部に可変のダンピング抵抗を設け、あるいはＩＣ内部に複数のダンピング抵抗を設
けて切替えられるようにし、かつ、ドライブ能力（出力回路のバイアス電流）も可変する
ことで異なる伝送特性のフレキシブルな伝送路４０に対して最適な伝送を行えるように構
成されている。
　このようにダンピング抵抗Ｒ０をＩＣ内部に取り込むことにより、光ピックアップ２０
の部品点数、実装面積を共に削減できる。また、出力の駆動電流を制御することで、フレ
キシブルな伝送路４０の負荷の変動に対しても対応が可能となっている。
【００２９】
　たとえば、信号波形にリンギングが発生する原因が、フレキシブルな伝送路４０の共振
のＱが大きいためか、信号出力回路（ＩＣ）の出力の電流駆動能力が足りないためかによ
って調整方法は異なる。
　フレキシブルな伝送路４０の共振のＱが大きい場合には、出力抵抗値を大きくなるよう
に制御し、駆動電流が足りない場合は、電流駆動能力を上げるように制御する。
【００３０】
　ここで、出力抵抗と駆動電流の制御が必要となる理由について説明する。
【００３１】
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　図４のレーザのＡＰＣシステムを示す。ＬＤ２１は、ＬＤＤ２２により駆動される。Ｌ
ＤＤ２２により流される駆動電流ＩＬＤによってＬＤ２１の発光パワーは決定される。
　発光したレーザ光の一部は、パワーモニタ回路２４に搭載されたＰＤ２４１に入射し、
光電変換され電圧として出力される。
　ＰＤ２４１から出力された信号は、フレキシブルな伝送路４０を介して、後段のＡＦＥ
実装基板３０に信号が伝送される。
　後段のＡＦＥ(ＩＣ)３１は、出力信号に応じてレーザパワーを調整する信号をＬＤＤ２
２に送信する。
　ＬＤＤ２２は、ＡＦＥ３１から受けた信号を駆動電流ＩＬＤに反映しレーザパワーを調
整する。レーザパワーは、このシステムにより設定した任意の値に制御される。
【００３２】
　このシステムで伝送路４０を伝送される信号は、光ディスク５０のデータを読み取り時
と書き込み時では異なる。
　読み取り時は、ＬＤ２１をＤＣ発光させており、高速な信号を伝送することがないため
フレキシブルな伝送路４０の伝送特性にはほとんど影響されない。
　しかし、書き込みの際は、ＬＤ２１を、パルス発光をさせるため高速な信号が伝送され
る。
　パワーモニタ回路２４に入力されたパルス信号は高速で、そのＩＣ出力の信号はフレキ
シブルな伝送路４０の伝送特性に影響される。
【００３３】
　図５は、書き込み波形の例を示す図である。
　伝送路４０の伝送特性によっては、図５に示すように、パルス波形にリンギングが発生
する場合がある。これでは、書き込み部のパワー(光ディスク５０のマーク部)や、書き込
まない部分のパワー(光ディスク５０のスペース部)の値を正確に読み取ることが困難にな
る。
　そこで、上述したように、出力抵抗と駆動電流の制御が必要となる。
【００３４】
　そして、本実施形態においては、上述したように、信号波形にリンギングが発生する原
因が、フレキシブルな伝送路４０の共振のＱ値が大きいためか、ＩＣ出力の電流駆動能力
が足りないためかによって異なる調整方法を適用する。
　フレキシブルな伝送路４０の共振のＱ値が大きい場合には、出力抵抗の抵抗値を大きく
なるように制御し、電流が足りない場合は、駆動能力を上げるように制御する。
【００３５】
　図６は、本実施形態の調整後の書き込み波形の例を示す図である。
　図６に示すように、この調整により、フレキシブルな伝送路４０の伝送特性への影響を
軽減した波形を観測することができる。
【００３６】
　次に、本実施形態に係る信号出力回路の具体的な構成例およびその機能について説明す
る。
【００３７】
　図７は、本実施形態に係る信号出力回路の具体的な構成例を示す回路図である。
【００３８】
　信号出力回路２４２は、信号入力に対して複数（図７の例では２）個の出力回路２４２
－１～２４２－ｎ（図７ではｎ＝２）が配置されている。
【００３９】
　出力回路２４２－１は、ｐｎｐ型トランジスタＰ１１、Ｐ１２、ｎｐｎ型トランジスタ
Ｑ１１，Ｑ１２、電流源Ｉ１１，Ｉ１２、および出力抵抗Ｒ１により構成されている。
【００４０】
　トランジスタＰ１１のコレクタが基準電位、たとえば接地電位ＧＮＤに接続され、エミ
ッタがトランジスタＱ１１のエミッタおよび出力抵抗Ｒ１の一端に接続され、ベースがト



(8) JP 5088043 B2 2012.12.5

10

20

30

40

50

ランジスタＱ１２のエミッタおよび電流源Ｉ１１に接続されている。出力抵抗Ｒ１の出力
端が信号出力回路２４２の出力端子ＴＯに接続されている。また、電流源Ｉ１１は接地電
位ＧＮＤに接続されている。
　トランジスタＱ１１のコレクタが電源電位ＶＣＣに接続され、ベースがトランジスタＰ
１２のエミッタおよび電流源Ｉ１２に接続されている。また、電流源Ｉ１２は電源電位Ｖ
ＣＣに接続されている。
　トランジスタＰ１２のコレクタは接地電位ＧＮＤに接続され、トランジスタＱ１２のコ
レクタは電源電位ＶＣＣに接続され、両トランジスタＰ１２，Ｑ１２のベースが信号源で
あるＰＤ２４１の信号供給ラインに共通に接続されている。
【００４１】
　これらの構成要素のうち、トランジスタＰ１１、Ｐ１２、トランジスタＱ１１，Ｑ１２
、および電流源Ｉ１１，Ｉ１２によりドライバＤＲＶが構成されている。
　また、トランジスタＰ１１とトランジスタＱ１１はそれぞれエミッタフォロワを形成し
、両トランジスタＰ１１，Ｑ１１のエミッタ同士が接続され、その接続点が出力抵抗Ｒ１
の一端に接続されて、いわゆるプシュプル（ｐｕｓｈ-ｐｕｌｌ）出力段ＰＳＰＬ１が構
成されている。
　また、電流源Ｉ１１，Ｉ１２は、図示しない制御系による制御信号ＣＴＬ１１、ＣＴＬ
１２によりオン、オフ制御され、あるいは電流値が制御される。
【００４２】
　出力回路２４２－２は、ｐｎｐ型トランジスタＰ２１、Ｐ２２、ｎｐｎ型トランジスタ
Ｑ２１，Ｑ２２、電流源Ｉ２１，Ｉ２２、および出力抵抗Ｒ２により構成されている。
【００４３】
　トランジスタＰ２１のコレクタが基準電位、たとえば接地電位ＧＮＤに接続され、エミ
ッタがトランジスタＱ２１のエミッタおよび出力抵抗Ｒ２の一端に接続され、ベースがト
ランジスタＱ２２のエミッタおよび電流源Ｉ２１に接続されている。出力抵抗Ｒ２の出力
端が信号出力回路２４２の出力端子ＴＯに接続されている。また、電流源Ｉ２１は接地電
位ＧＮＤに接続されている。
　トランジスタＱ２１のコレクタが電源電位ＶＣＣに接続され、ベースがトランジスタＰ
２２のエミッタおよび電流源Ｉ２２に接続されている。また、電流源Ｉ２２は電源電位Ｖ
ＣＣに接続されている。
　トランジスタＰ２２のコレクタは接地電位ＧＮＤに接続され、トランジスタＱ２２のコ
レクタは電源電位ＶＣＣに接続され、ベースが信号源であるＰＤ２４１の信号供給ライン
に共通に接続されている。
【００４４】
　これらの構成要素のうち、トランジスタＰ２１、Ｐ２２、トランジスタＱ２１，Ｑ２２
、および電流源Ｉ２１，Ｉ２２によりドライバＤＲＶが構成されている。
　また、トランジスタＰ２１とトランジスタＱ２１はそれぞれエミッタフォロワを形成し
、両トランジスタＰ２１，Ｑ２１のエミッタ同士が接続され、その接続点が出力抵抗Ｒ２
の一端に接続されて、いわゆるプシュプル（ｐｕｓｈ-ｐｕｌｌ）出力段ＰＳＰＬ２が構
成されている。
　また、電流源Ｉ２１，Ｉ２２は、図示しない制御系による制御信号ＣＴＬ２１、ＣＴＬ
２２によりオン、オフ制御され、あるいは電流値が制御される。
【００４５】
　このように、図７の信号出力回路２４２は、各出力回路２４２－１，２４２－２にそれ
ぞれプシュプル（ｐｕｓｈ-ｐｕｌｌ）出力段ＰＳＰＬ１，ＰＳＰＬ２が配置され、これ
らのプシュプル出力段ＰＳＰＬ１，ＰＳＰＬ２の出力にそれぞれ抵抗値の異なる出力抵抗
Ｒ１，Ｒ２が配置され、その各出力抵抗Ｒ１、Ｒ２の出力端が信号出力回路２４２の出力
端子ＴＯに接続されている。
　そして、たとえば動作時に、使用を所望する出力回路２４２－１または２４２－２の電
流Ｉｒｅｆ１の電流源Ｉ１１，Ｉ１２または電流Ｉｒｅｆ２の電流源Ｉ２１，Ｉ２２を動
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作させ、使用しない出力回路２４２－２または２４１－１の電流Ｉｒｅｆ２の電流源Ｉ２
１，Ｉ２２または電流Ｉｒｅｆ１の電流源Ｉ１１，Ｉ１２をオフにしておく。
【００４６】
　また、動作時に出力回路２４１－１およびは２４２－２の電流Ｉｒｅｆ１の電流源Ｉ１
１，Ｉ１２および電流Ｉｒｅｆ２の電流源Ｉ２１，Ｉ２２を動作させることも可能である
。
　この場合、出力抵抗値は出力抵抗Ｒ１と出力抵抗Ｒ２の並列合成抵抗値となる。
【００４７】
　出力駆動電流Ｉｏｕｔ１,Ｉｏｕｔ２は、それぞれ電流源Ｉ１１，Ｉ１２、Ｉ２１，Ｉ
２２による電流Ｉｒｅｆ１,Ｉｒｅｆ２を制御することで変化し、電流駆動能力と出力イ
ンピーダンスが変化する。
　このように、出力駆動電流Ｉｏｕｔ１,Ｉｏｕｔ２を変える際は、電流Ｉｒｅｆ１,Ｉｒ
ｅｆ２の値を変えることで制御可能である。
【００４８】
　信号出力回路２４２の全体の出力抵抗Ｒ０の値は、抵抗とプシュプル出力段ＰＳＰＬ１
，ＰＳＰＬ２の電流から以下のように求められる。
【００４９】
［数１］
　　　Ro = R + (RinQ/hfeQ + Vt/Iout)//(RinP/hfeP+Vt/Iout)
【００５０】
　ここで、Ｖｔ=ｋＴ/ｑ, ＲｉｎＱはｎｐｎ型トランジスタＱの入力インピーダンス、Ｒ
ｉｎＰはｐｎｐ型トランジスタの入力インピーダンスをそれぞれ示している。
【００５１】
　駆動電流Ｉｏｕｔは、各出力回路２４２－１，２４２－２のトランジスタＰ１２とＰ１
１、Ｐ２２とＰ２１、およびトランジスタＱ１２とＱ１１、Ｑ２２とＱ２１の比で決まる
。
　ここで、トランジスタＰ１１、Ｐ１２のサイズ（たとえばエミッタ面積）をＰ１、トラ
ンジスタＰ２１、Ｐ２２のサイズ（たとえばエミッタ面積）をＰ２とし、トランジスタＱ
１１，Ｑ１２のサイズ（たとえばエミッタ面積）をＱ１、トランジスタＱ２１、Ｑ２２の
サイズ（たとえばエミッタ面積）をＱ２とすると、Ｐ１/Ｐ２=Ｑ１/Ｑ２のとき、駆動電
流Ｉｏｕｔは、以下で求められる。

【００５２】
［数２］
　　　Iout =P1/P2×Iref=Q1/Q2×Iref
【００５３】
　以上の構成において、出力回路２４２－１の出力抵抗Ｒ１の抵抗値が出力回路２４２－
２の出力抵抗Ｒ２の抵抗値より大きく設定され、出力回路２４２－２の電流駆動能力が出
力回路２４２－１より大きく設定されているとする。
　この構成において、フレキシブルな伝送路４０の共振のＱ値が大きい場合には、出力抵
抗の抵抗値を大きくなるように、出力回路２４２－１の電流源Ｉ１１，Ｉ１２を動作させ
て、出力回路２４２－２の電流源Ｉ２１，Ｉ２２をオフとなるように制御される。
　また、駆動電流流が足りない場合は、駆動能力を上げるように、出力回路２４２－２の
電流源Ｉ２１，Ｉ２２を動作させて、出力回路２４２－１の電流源Ｉ１１，Ｉ１２をオフ
となるように制御される。
　また、フレキシブルな伝送路４０の共振のＱ値が大きく、かつ電流駆動が足りない場合
には、たとえば、出力抵抗の抵抗値を大きくなるように、出力回路２４２－１の電流源Ｉ
１１，Ｉ１２を動作させ、かつ、電流Ｉｒｅｆ１が増えるように制御信号ＣＴＬ１１，１
２で制御され、出力回路２４２－２の電流源Ｉ２１，Ｉ２２をオフとなるように制御され
る。
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　以上説明したように、本実施形態によれば、信号出力回路２４２は、ＰＤ２４１で光電
変換された信号を出力する駆動回路（ドライバ）ＤＲＶと、ドライバＤＲＶの出力段に接
続されたダンピング調整用の出力抵抗Ｒ０により構成され、出力抵抗Ｒ０をＩＣ内部に形
成され、ドライバＤＲＶの駆動電流および出力抵抗の抵抗値が伝送路４０の伝送特性に合
わせて制御可能に構成されていることから、以下の効果を得ることができる。
【００５５】
　出力抵抗を同一回路（同一ＩＣ）内に集積化する（取り込む）ことにより、外付けで必
要であった抵抗が削減でき、ピックアップの小型化に有効である。
　また、フレキシブルな伝送路が異なる各光ピックアップ毎に信号波形を、外付け抵抗無
しで伝送路に合わせて調整可能であり、ひいては伝送路の伝送特性に合わせた最適な伝送
を行うことが可能となる。
　光ピックアップにかかわらず、フレキシブルケーブル等に信号を伝送し、抵抗によって
波形調整を行うシステムに有効である。
【００５６】
　このように、この発明は光ディスクに関わらず応用可能である。
　図８は、本発明が応用可能なシステムの等価回路を示す図である。
【００５７】
　図８において、信号伝送システム３００においては、電流駆動能力可変のドライバＤＲ
Ｖと抵抗値可変の出力抵抗ＲＤを有する信号出力回路３１０に、所定の伝送特性を有する
伝送路３２０が接続され、伝送路３２０には受信側のＩＣ３３０が接続されている。
【００５８】
　この信号伝送システム３００においては、送信側（出力側）の出力が低出力抵抗であり
、受信側のインピーダンスが高い場合の波形調整に有効である。
　同じ効果は、受信側の入力インピーダンスを下げることで得られるが、消費電力等の増
大を招くため本発明の系を使う方が有効である。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】一般的なピックアップにおける信号伝送系の等価回路を示す図である。
【図２】本発明の実施形態に係る情報処理装置としての光ディスク装置の要部の構成例を
示す図である。
【図３】ディスクトレイと光ピックアップが合体した構成例を示す図である。
【図４】本実施形態に係る光ピックアップの主要部の構成例を示す図である。
【図５】書き込み波形の例を示す図である。
【図６】本実施形態の調整後の書き込み波形の例を示す図である。
【図７】本実施形態に係る信号出力回路の具体的な構成例を示す回路図である。
【図８】本発明が応用可能なシステムの等価回路を示す図である。
【符号の説明】
【００６０】
　１０・・・光ディスク装置、２０・・・光ピックアップ、２１・・・レーザダイオード
（ＬＤ）、２２・・・レーザダイオードドライバ（ＬＤＤ）、２３・・・偏光ビームスプ
リッタ、２４・・・パワーモニタ回路（ＩＣ）、２４１・・・フォトディテクタ、２４２
・・・信号出力回路、ＤＲＶ・・・ドライバ、Ｒ０・・・出力抵抗(ダンピング抵抗)、３
０・・・ＡＦＥ実装基板、４０・・・信号伝送路、５０・・・光ディスク、６０・・・デ
ィスクトレイ、３００・・・信号伝送システム、３１０・・・信号出力回路、３２０・・
・伝送路、３３０・・・受信側ＩＣ。
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